
加古川市景観まちづくりコンサルタント派遣要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、加古川市景観まちづくり条例（平成 10 年加古川市条例第 20 号。 

以下 ｢条例｣ という。）第 47 条第１項の規定に基づき、景観まちづくりに努めよ

うとする者に対する技術的援助として景観まちづくりに関する専門的な知識及び経

験を有する者（以下｢景観まちづくりコンサルタント｣という。）を派遣し、景観まち

づくりへの合意形成を図りつつ、構想の検討及び手法・制度の調査研究など、景観

まちづくり提案等の策定を推進することについて必要な事項を定めるものとする。 

（用語の定義） 

第２条 この要綱における用語の意義は、条例及び規則の例による。 

（景観まちづくりコンサルタントの依頼） 

第３条 市長は、景観まちづくりに関して専門的な知識及び経験を有すると認められ

る者に対し、景観まちづくりコンサルタントを依頼する。 

（景観まちづくりコンサルタントの業務） 

第４条 景観まちづくりコンサルタントは、次に掲げる事項に関し、専門的な立場か

ら構想の検討及び手法・制度の調査研究などを行うものとする。 

 (1) 景観まちづくりの進め方、景観まちづくり提案の策定等に関すること。 

 (2) 景観形成重要建造物の保存、修復等に関すること。 

 (3) 景観樹木等の保存に関すること。 

 (4) 占有敷地の緑化に関すること。 

 (5) 建築物等の意匠，材料又は色彩に関すること。 

 (6) 前各号に定めるもののほか、景観まちづくりに関すること。 

（景観まちづくりコンサルタントの派遣） 

第５条 市長は、条例第４７条第１項に掲げる者の申請により、景観まちづくりの取

り組みに対する調査研究などのため、景観まちづくりコンサルタントを派遣する。 

２ 景観まちづくりコンサルタントの派遣を申請する者は、景観まちづくりコンサル

タント派遣申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。 



（派遣の決定） 

第６条 市長は、前条第 2 項の申請を受けたときは、派遣の可否を決定し、景観まち

づくりコンサルタント派遣決定（申請却下）書（様式第 2 号）により申請者に通知

する。 

２ 市長は、景観まちづくりコンサルタントの派遣を決定する場合において、派遣の

目的を達成するため必要があると認めるときは、これに条件を付することができる。 

（派遣結果等の報告） 

第７条 前条第１項の規定により、派遣の決定を受けた景観まちづくりコンサルタン

トは、当該派遣業務の終了後、景観まちづくりコンサルタント派遣に係る支援事業

委託完了報告書（様式第 3 号）に活動概要の内容及び成果品を添付して市長に提出

しなければならない。 

（補則） 

第８条 この要綱の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

   附 則 

  この要綱は、平成 16 年 4 月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、平成 19 年 6 月１日から施行する。 


